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概要
この論文は，タイトルにもあるように P1 × P1 への double cover を与える surface X について，P1 × P1

の branch locus の次数が低い場合の一部について調べたものです．研究のテーマにした動機は，代数幾何に

おいて double cover については昔からあつかわれるテーマで 自分も学部のころから興味をもってやっていま

した．修論では surface の double cover の分類というテーマで，対象として今回は P1 × P1 について調べて

みました．

1 準備

X:smooth complex projective surface　 ρ : X → P1 × P1 double covering

branch locus Bを B∈ |OP1×P1(2a, 2b)| (a, b ≥ 0) とする.

2 主定理

(1)a = b = 1のとき、

X は 5点 blow up による Del Pezzo surface である.

(2)a = b = 2のとき、

X は K3 surface である.

2.1 定義 (Del Pezzo surface)

surface X において K−1
X が ample であるとき X は Del Pezzo surface であるという．またそれは P2 を

最大 8点まで blow up して得られる surface であるか P1×P1 である，標準因子の自己交点数を調べることで

分類でき, 1点 blow up することで自己交点数は 1減っていく．つまり X が Del Pezzo surface で K2
X = 6

ならば，K2
P2 = 9であることから 3点 blow up による Del Pezzo surface であると分類される．

2.2 定義 (K3 surface)

surface X にたいして、標準因子 KX が trivial であり，その irregularity が 0 であるとき X は K3

surface である (X の irregularity とは，dim H1(X,OX) の値のことである．）
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2.3 定義 (OP1×P1(α, β))

p : P1 × P1 → P1 (P1 × P1 の第１成分の P1 への射影）

q : P1 × P1 → P1 (P1 × P1 の第２成分の P1 への射影）

としたとき

OP1×P1(α, β) = p∗OP1(α) ⊗ q∗OP1(β)

とする．

2.4 定理 (小平の消滅定理)

L：ampleな因子

⇒ (1)dim Hi(X, KX ⊗ L) = 0 (∀i > 0)

(2)dim Hn−i(X, L−1) = 0(∀i > 0)

2.5 定理（KX と KY の関係について）

X から Y への正則射でかつ有限射である f : X → Y が存在するとき，標準因子 KX は標準因子 KY と

f の ramification divisor R によって，

KX = f∗KY + R

で与えられる．

3 証明の流れ

1. 標準因子 KX を求める．

KX = ρ∗(OP1×P1(−2 + a,−2 + b))

2. a = b = 1 のとき，求めた標準因子 K−1
X が ample であることから，surface X が Del Pezzo surface

であることを特定し，KX の自己交点数を求め，何点 blow up であるかを導く．

K2
X = 4 → 5点 blow up

3. a = b = 2 のとき，求めた標準因子 KX が trivial であることから，X の irregularity を求め，0 であ

ることから X が K3 surface であることを導く．
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